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室津港の隆起量データに関する論文下記の論文の概要をまとめた



橋本ほか(2024) 「久保野家文書等に基づく室津港の隆起量の検討」

宝永地震の隆起量について

SN80：3つの値の平均値1.55mに年間5mm×50年を加算して
1.8mを得ている

一方、
昭和南海地震後約30年間の余効変動の沈降速度約4mm
それ以降の沈降速度約8mm
50年分を考慮すると、20～40cmを補正する必要性あり

↓
「手鏡」の4つの値の平均値1.5mと近年の潮位変化からの推
定：1.7～1.9m（工事の影響により、この見積もりは最小値を
与えるべき）

「万変記」では、2.1～2,4m

得られた数値の最大値と最小値からの推定範囲：1.7～2.4m

→水深計測に用いられた道具の解釈次第で0.8倍する必要
→約1.4～1.9m

宝永地震の隆起は1.4～2.4mの範囲と推定

計測誤差の見積もり：0.3～0.5m程度の誤差が見積もられる

港口

港内

室津港の「港内」「港口」の位置
橋本ほか(2024)の図２拡大図に赤で追記



南海トラフの長期評価（第二版）の確率に関する欠点（矛盾）を指摘
(1) neglect of measurement errors of uplift during historical earthquakes,

歴史地震の隆起の測定誤差の無視
(2) inconsistency between uplift in SN80 and geodetic or geomorphological data,

SN80の隆起と測地学または地形学データとの不一致
(3) mechanical interpretation of the time-predictable model,

時間予測モデルの物理的な解釈
(4) contradiction between assumptions in the time-predictable model and the BPT model.

時間予測モデルとBPTモデルの仮定間の矛盾

※SN80: Shimazaki and Nakata(1980)

Hashimoto(2022)
「Is the Long‐Term Probability of the Occurrence of Large Earthquakes along the Nankai 

Trough Inflated?—Scientific Review」の主な内容



Hashimoto(2022)
(1) neglect of measurement errors of uplift during historical earthquakes

〇1707年宝永地震の隆起量（1.8m）について
今村(1930)

• 1707年の地震以前は、港内の水深は満潮時で4.2m、干潮時で2.6m、港口では満潮時で3.6m、干潮時で2.0m
• 1759年に、水深は港内の満潮時で2.6m、干潮時で1.1m、港口では満潮時で2.1m、干潮時で0.7mに変更

Shimazaki and Nakata(1980)
• 4組の測定値から3組を採用し、1.55mの隆起を得た。 
• 国土地理院によるこの地域の水準測量から得られた平均沈下率5mm/年を用いて0.25m補正し、1.8mを得た

〇1854年安政地震の隆起量（1.2m）について
今村(1930)

• 12月24日の地震発生後に約1.2メートルの潮位低下についてのみ言及

★問題点
• 潮汐の測定方法や天候、時刻・曜日の記載がなく、測定誤差を考慮されていない
• 2回目の測定が宝永地震の50年後に行われているが、余効変動の影響が加味されていないし、室津港の建設

工事の記録を考慮されておらず、SN80の5mm/年の補正は誤っている可能性

〇1946年昭和南海地震の隆起量（1.15m）について
沢村(1953)
• 南海地震発生8か月後の1947年8月30日に室津港を来訪した際に、満潮時と以前の満潮の痕跡の差を測定

★問題点
• 8月20日の満潮時と8月30日の満潮時との差は10cmあり、過大評価した可能性



沢村(1953) 「西南日本外側地震蔕の活動と四国およびその附近の地質，地殻運動との関係」

「津呂」で著者現地調査で115cmの記載。
海岸の地震前の最高潮位の跡と当日満潮時の差で計測。

室戸岬の垂直変動の変遷を図示する際には、「室戸岬室
津」において、「昭和115㎝」と記載。

著者現地調査の
詳細説明



Miyashita(1987) 「A MODEL OF PLATE CONVERGENCE IN SOUTHWEST JAPAN, INFERRED FROM 
LEVELING DATA ASSOCIATED WITH THE 1946 NANKAIDO EARTHQUAKE」

国土地理院の1等水準測量データを用いて、
エポック・リダクション法を応用して一定
期間内の変動量を見積もった。
• 地震前Preseismic（1900-1946）
• 地震時Coseismic（1946/1947）
• 地震後Postseismic（1947-1960）
• 地震後Postseismic（1960-1975)

善通寺（Zentsuji）に対する相対上下変動量を示す
ことに注意！

室津港に近い測線Bの上下変動

Murotoは、Zentsujiに対して1,066mmの隆起量



宮下(1989) 「水準測量データに基づく西南日本の地殻上下変動」

一等水準点

室津港

津呂港
室戸岬検潮所

国土地理院基準点成果等閲覧サービスより

室津港と一等水準点との位置関係



Satake(1993, JGR) 「Depth distribution of coseismic slip along the Nankai Trough, Japan, from joint 
inversion of geodetic and tsunami data」

国土地理院の水準測量データ及び津波波形
データを用いて、1944年東南海地震・1946
年南海地震のすべり分布を求めた。

観測された上下変動量

地震前の水準測量：1929-1937
地震後の水準測量：1947-1952

※地震前～15年と地震後～1年の変動を含む

室津港周辺を含む水準測量

測地データインバージョンの計算上下変動量 残差

• 四国と本州について，環閉合による誤差は3 mm程度

• 四国は354（多度津）に対する相対変位を求め，多度
津のbaseline correctionはインバージョンの未知数と
した

• 多度津のbaseline correctionは46.9 ± 36.8 mm

• 室津港付近の水準点（5145）の隆起量は 多度津に対
して 753.3 mm （論文には書いてない）．Baseline 
correctionを加えると 約80㎝の隆起となる．



Sagiya & Thatcher (1999, JGR) 「Coseismic slip resolution along a plate boundary megathrust: The 
Nankai Trough, southwest Japan」

国土地理院の三角測量・水準測量データを
用いて、1944年東南海地震・1946年南海地
震のすべり分布を求めた。

水準測量路線図

路線6における鉛直変位量

室津港付近で高松に対して+90cm程度
の相対変位。高松（絶対変位-7cm）を
考慮すると80cm程度の隆起。

地震前の水準測量：1929-1937
地震後の水準測量：1947

※地震前～15年と地震後～1年の変動を含む

1944年東南海地震＋1946年南海地震
のすべり分布

観測

計算

※10 km未満の路線区間は統合

室津港周辺を含む水準測量

高松

～90cm



第五管区海上保安本部海洋情報部(2011) 「昭和21年南海大地震調査報告」

津呂港と室津港との位置関係
橋本ほか(2024)の図に加筆

室津港から3km程度南に位置している津呂港の隆起に関する記述



拡大図

隆起量の傾向としては、南に行けば行くほど、隆起量は大きい

第五管区海上保安本部海洋情報部(2011) 「昭和21年南海大地震調査報告」


